
sso

誓
學
研
究
第
二
百
二
十
一
號

な
い
。

　
バ
ー
ネ
ソ
ト
や
テ
イ
ラ
ー
が
主
張
し
糞
や
う
に
、
ソ
〃
ラ
チ
ス
こ
そ
、
希

磯
思
想
に
霞
魂
の
…
概
念
か
、
し
か
も
我
々
の
・
春
在
の
完
杢
な
雛
的
郡
分
と
し

て
、
導
入
し
公
最
初
の
入
で
あ
っ
乗
ら
う
。
大
挙
か
ら
い
っ
て
丁
丁
酌
ソ
ク
ラ

デ
ス
な
律
へ
う
も
の
と
い
っ
て
よ
い
「
メ
雪
フ
ビ
”
ア
し
や
プ
ラ
｝
ン
の
初
期

の
諸
罫
話
篇
に
於
て
さ
へ
、
鍵
魂
の
配
慮
と
養
育
と
匡
力
説
さ
れ
て
る
る
。

プ
ラ
塾
ン
の
や
う
に
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
よ
っ
て
面
魂
た
か
く
も
重
ん
じ
ろ
こ

と
な
教
‘
へ
き
り
’
れ
、
乱
仮
の
晩
年
に
一
於
ゆ
り
る
黙
魂
の
腔
來
に
就
い
て
の
省
電
寮
葎
知

ろ
考
が
、
師
の
省
察
を
自
分
で
進
め
、
そ
れ
な
ピ
ュ
タ
ゴ
ラ
ス
派
の
學
説
や

彼
自
封
の
イ
デ
ア
設
に
結
び
付
け
て
、
精
巧
な
も
の
に
ま
で
仕
上
げ
れ
、
と

「
考
へ
る
こ
と
も
評
さ
れ
ろ
で
あ
ら
う
Q
若
し
「
フ
ァ
イ
ド
ン
し
な
二
の
や
う
に

解
す
う
と
き
、
こ
の
封
話
篇
こ
そ
、
プ
ラ
ト
ン
自
ら
が
そ
の
最
も
よ
き
思
葱

の
鍵
感
な
負
ふ
と
こ
ろ
の
人
と
感
じ
一
鎖
の
師
へ
の
素
晴
ら
し
い
贈
物
と
考

へ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
Q

　
以
上
、
‘
ソ
〃
ラ
チ
ス
岡
題
に
就
い
て
、
バ
ー
ネ
ヅ
｝
や
テ
イ
ラ
ー
と
の
意

見
の
相
蓮
な
遮
べ
象
。
　
ソ
ク
ラ
テ
ス
や
プ
ラ
ト
ン
の
研
究
に
新
し
い
刺
戟
な

血
ハ
へ
、
幾
多
の
貢
献
か
な
し
（
ム
こ
の
二
人
の
學
者
に
禮
か
炎
し
ば
し
な
か
つ

乳
か
と
爆
れ
ろ
。
テ
イ
ラ
ー
匡
そ
の
近
著
「
ソ
〃
ラ
チ
ス
し
に
於
て
感
歎
な

禁
じ
得
な
い
業
醗
政
た
示
し
て
み
る
Q
　
如
侮
な
る
程
度
に
プ
ラ
ト
ン
に
ソ
〃
ラ

チ
ス
に
「
負
っ
て
ゐ
う
か
。
　
そ
の
｝
北
瀧
肥
な
報
脱
定
に
r
就
い
で
￥
に
甑
忌
見
の
　
柑
狽
舐
羅
が
あ

い
ろ
。
　
だ
が
次
の
こ
と
だ
け
に
眞
理
で
あ
る
。
暫
學
秘
プ
ラ
ト
ン
や
ア
リ
ス
ト

テ
レ
ス
の
進
ん
だ
軌
這
に
羅
い
カ
の
に
ソ
ク
ラ
テ
ス
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の

爾
入
な
通
じ
て
彼
　
μ
、
後
代
の
哲
學
葡
思
壌
に
、
叉
現
代
認
て
の
教
養
あ
ろ

一
一
二

人
士
の
思
想
に
》
最
も
力
強
い
影
響
ル
興
へ
て
る
ろ
の
で
あ
ろ
Q

（
以
上
に
英
武
ア
サ
ス
ト
テ
レ
ス
杢
集
の
編
輯
看
と
し
て
知
ら
れ
ろ
ロ
ス
敏

授
が
、
配
陣
闘
門
古
典
撃
酷
寒
命
ロ
ー
ー
一
・
九
三
一
一
一
年
四
ぢ
日
浦
R
門
ノ
テ
ィ
ン
ガ
ム
大

學
　
　
に
於
て
試
み
力
掛
長
演
説
の
要
旨
で
あ
る
。
隅
愈
々
報
第
三
十
巻
七

i
二
闘
頁
よ
り
服
部
英
次
鄭
抄
謬
）

補
正
　
孟
浪
所
載
、
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
羅
伺
文
藩
作
集
の
搬
行
所
ほ
ラ
イ
プ

チ
ヒ
、
フ
ェ
η
ク
ス
・
マ
イ
ナ
ー
書
店
）

寄
贈
難
誌

　
七
月
鞭
　
哲
學
難
誌
、
丈
化
．
丁
酉
倫
理
講
演
集
、
宗
教
研
究
、
墓
督
教

研
究
、
理
想
（
現
代
美
の
諸
粗
∀
、
生
理
學
硯
究
、
唯
物
論
研
究
、
託
會
學
徒
、

墨
校
敏
育
、
信
濃
教
育
、
奈
良
縣
教
育
、
教
育
臼
本
、
哲
學
改
造
、
巖
、
大

東
、
國
維
、
願
襲
、
湖
齢
の
難
、
美
以
都


